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○アンケート調査の概要

調査日：平成２１年７月１５日（水）～８月２０日（木）

配布数：１１，５４６票（１世帯につき最大２枚配布）

回収数：６，１３２票（回収率：５３．１％）

１．回答者の属性 (n=6132)

・性別は男性，女性ともに，上郡町の構成比（男性：47.6%，女性 52.4%, 2005 年現在）に概ね合致している．

・年齢では， 60 歳以上から上郡町の構成比よりも多くの回答を得ている．

・職業においては，無職の方から多くの回答を得ている．

・免許を保有していない町民は２割程度であり，ほとんどの町民が免許を持っている．しかし，高齢者（ここで

は６０歳以上の町民，以下も同様）については保有していない割合が町民全体と比べて高く，約３割が保有し

ていない．

・送迎を気軽に依頼できる人がいない町民は２割強である．高齢者ではその割合がより高く，地区では梨ケ原，

岩木で高くなっている．

【性別】

1．男性

45%

2．女性

51%

3．不明

4%

1．男性

2．女性

3．不明
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【年齢】

1．19歳以下

1%
2．20歳代

4%

3．30歳代

9%

4．40歳代

11%

5．50歳代

20%
6．60歳代

27%

7．70歳以上

23%

8．不明

5%

1．19歳以下

2．20歳代

3．30歳代

4．40歳代

5．50歳代

6．60歳代

7．70歳以上

8．不明

【職業】

1．有職

35%

2．パート・アル

バイト

12%

3．大学生（短

大生，専門学

校等含む）

1%

4．無職

45%

5．不明

7%

1．有職

2．パート・アルバイト

3．大学生（短大生，専

門学校等含む）
4．無職

5．不明
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【免許の保有】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=5733

60歳以上：n=2955

上郡地区：n=652

山野里地区：n=1701

高田地区：n=642

高田台地区：n=997

鞍居地区：n=507

赤松地区：n=335

岩木地区：n=202

梨ヶ原地区：n=176

船坂地区：n=503

1．持っている 2．持っていない

【送迎者の有無】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=5452

60歳以上：n=2803

上郡地区：n=619

山野里地区：n=1616

高田地区：n=612

高田台地区：n=945

鞍居地区：n=475

赤松地区：n=325

岩木地区：n=195

梨ヶ原地区：n=167

船坂地区：n=481

1．家族にいる 2．近所にいる 3．いない
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【車の所有台数】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=5424

60歳以上：n=2708

上郡地区：n=605

山野里地区：n=1595

高田地区：n=618

高田台地区：n=955

鞍居地区：n=493

赤松地区：n=318

岩木地区：n=189

梨ヶ原地区：n=163

船坂地区：n=472

0台 1台 2台 3台 4台 5台以上

【自由に使える車の所有台数】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=4745

60歳以上：n=2194

上郡地区：n=501

山野里地区：n=1411

高田地区：n=544

高田台地区：n=840

鞍居地区：n=428

赤松地区：n=286

岩木地区：n=168

梨ヶ原地区：n=138

船坂地区：n=416

0台 1台 2台 3台 4台 5台以上
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２．普段利用している交通手段（問５）

・マイカー（自分で運転）を利用している割合が最も高く，町民全体で７割程度である．高齢者に限定すれば，

その割合は５～６割であり，家族の送迎に頼っている人が２割近くある．地区では，梨ケ原で家族の送迎が多

くみられる．鉄道の利用は１割弱，バスとタクシーはそれらをあわせて５％ほどであり，町民全体と高齢者に

これらの割合に大きな差はない．

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=5827

（60歳以上）：n=2978

上郡地区：n=675

山野里地区：n=1724

高田地区：n=647

高田台地区：n=998

鞍居地区：n=527

赤松地区：n=355

岩木地区：n=199

梨ヶ原地区：n=174

船坂地区：n=508

1．マイカー（自分で運転） 2．マイカー（家族が送迎）
3．知人の車で送迎 4．鉄道
5．路線バス 6．病院の送迎バス
7．タクシー(一般) 8．介護タクシー
9．タクシー(外出支援サービス） 10．バイク・原付
11．自転車 12．徒歩
13．その他
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３．交通手段の選択理由（問６）

・「都合のよい時間に利用できる」，「目的地に早く行ける」を理由にあげた人が町民全体の６割以上であり，高

齢者についてもほぼ同様である．一方で，岩木，梨ケ原，船坂では，「他に利用できる交通手段がない」とい

う消極的な理由をあげた人が４割以上であり，町民全体と比べて高い．

【上郡町全地域・60 歳以上】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都合の良い時間に利用できるから

目的地に早く行けるから

目的地のすぐそばまで行けるから

他に利用できる交通手段がないから

体が楽だから

バスなどの公共交通が都合の良い時間に

来ないから

費用が安いから

その他

上郡町全地域：n=5317 60歳以上：n=2629

【地区別】

0%

20%

40%

60%

80%

100%

都合の良い時間に

利用できるから

目的地に早く行ける

から

目的地のすぐそばま

で行けるから

他に利用できる交通

手段がないから

体が楽だから

バスなどの公共交通

が都合の良い時間

に来ないから

費用が安いから

その他
上郡地区：n=617

山野里地区：n=1561

高田地区：n=589

高田台地区：n=922

鞍居地区：n=478

赤松地区：n=319

岩木地区：n=182

梨ヶ原地区：n=155

船坂地区：n=474
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４．１日当たりの外出時間の分布（問２－１，３－２，４－２）

・通勤通学については，７時台に出発し，１８時台に帰宅する割合が最も多く，高齢者についても同様である．

・買い物については，全体では１０時台と１７時台にピークがあり，１０時台の方が人出は多い．買い物の時間は１

時間ほどである．高齢者では，１０時台と１６時台にピークがあり，午後は早めの時間帯に買い物を済ませる傾向が

ある．また，町民全体と比べて，午前中の人出が多い傾向にある．

・通院については，９時台に出発し，１１時台に帰宅する割合が最も多く，高齢者についても同様である．１５時台

にも小さなピークがあるが，午前に比べて小さい．

【出かける時間】 （人／日） （人／日）

全交通手段 全交通手段（６０歳以上）

発時間帯 通勤・通学 買物 通院 発時間帯 通勤・通学 買物 通院

0～5時台 82 0 0 0～5時台 20 0 0

6時台 415 0 0 6時台 101 0 0

7時台 1,206 0 13 7時台 271 0 10

8時台 794 16 92 8時台 178 9 72

9時台 200 190 119 9時台 77 122 89

10時台 65 594 75 10時台 39 380 57

11時台 23 248 29 11時台 8 126 21

12時台 31 37 2 12時台 6 8 1

13時台 23 101 11 13時台 12 49 9

14時台 11 124 9 14時台 5 68 8

15時台 12 143 20 15時台 2 73 14

16時台 11 234 17 16時台 8 104 10

17時台 7 252 20 17時台 5 88 8

18時台 4 220 10 18時台 1 0 2

19時台 4 66 0 19時台 0 13 0

20時台 2 31 0 20時台 1 3 0

21時台 2 7 0 21時台 0 2 0

22時台 1 1 0 22時台 0 0 0

23時台 2 1 0 23時台 1 1 0

合計 2,895 2,263 415 合計 715 1,103 302

（全町民 単位：人／日） （６０歳以上 単位：人／日）

0

200

400

600

800

1000

1200

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
（時）

買い物

通勤・通学

通院

【出発】

0

200

400

600

800

1000

1200

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

通勤・通学

買い物

通院

【出発】

（時）
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【帰宅時間】 （人／日） （人／日）

全交通手段 全交通手段（６０歳以上）

発時間帯 通勤・通学 買物 通院 発時間帯 通勤・通学 買物 通院

0～5時台 33 0 0 0～5時台 10 0 0

6時台 15 0 0 6時台 2 0 0

7時台 12 0 0 7時台 3 0 0

8時台 18 1 0 8時台 5 1 0

9時台 20 17 12 9時台 5 9 9

10時台 30 125 48 10時台 12 78 39

11時台 34 435 83 11時台 17 276 66

12時台 67 281 77 12時台 30 155 58

13時台 63 88 41 13時台 22 44 30

14時台 55 87 24 14時台 23 46 19

15時台 87 122 26 15時台 30 63 20

16時台 146 194 24 16時台 51 109 19

17時台 495 270 25 17時台 155 113 15

18時台 766 325 25 18時台 195 112 11

19時台 471 186 11 19時台 80 50 2

20時台 301 55 1 20時台 44 9 0

21時台 149 20 0 21時台 15 2 0

22時台 86 7 0 22時台 17 1 0

23時台 17 4 0 23時台 3 2 0

合計 2,865 2,217 397 合計 709 1,071 286

（全町民 単位：人／日） （６０歳以上 単位：人／日）

0

200

400
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800

1000

1200

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【帰宅】

通勤・通学

買い物

通院

（時）
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（時）
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５．通勤・通学先（問１－１）

・上郡町内と町外の割合が町民全体ではほぼ半々となっている．上郡と岩木では町内，山野里と高田台，梨ケ原，

船坂では町外の割合が高くなっている．

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=2212

（60歳以上）：n=551

上郡地区：n=247

山野里地区：n=739

高田地区：n=217

高田台地区：n=347

鞍居地区：n=217

赤松地区：n=121

岩木地区：n=62

梨ヶ原地区：n=75

船坂地区：n=182

町内 町外
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６．買物先（問１－２）

・上郡町内がほとんどであり，町民全体，高齢者ともに９割以上となっている．町民全体と比べて高齢者は，コ

ープ上郡店（COOP）とくらしの店上郡店（JA）の割合が高い．

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上郡全地域

６０歳以上

マックス・バリュウ上郡南店 コープ上郡店（生協、ＣＯＯP）

ボンマルシェ（銀ビル、生鮮パワー） くらしの店上郡店（ＪＡ）

イオン・タウン ナフコ

アグロ上郡店 旬彩蔵上郡店

ジャスコ 赤穂店 その他

町内

町外・
その他

町外・その他町内
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７．通院先（問１－３）

・上郡町内が６割程度であり，高齢者もほぼ同様である．通院先は，町内外の行き先の中で赤穂市民病院が最も

多く，２割弱を占めている．

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上郡全地域

６０歳以上

三浦医院 黒田クリニック 大岩診療所 岡田整形外科 森医院

鞍居診療所 高田診療所 和田眼科 菅原病院 苔縄医院

小林接骨院 白岩歯科医院 わだ眼科 赤穂市民病院 赤穂中央病院

播磨病院 赤穂白鳳会病院 日赤姫路病院 その他

町内

町外・その他

町外・その他

町内
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８．買い物の頻度（問３－１）

・町民全体では，「週に２日以上」，「ほぼ毎日」の順に多く，これらで７割以上を占める．その傾向は，高齢者

も同様である．地区では，梨ケ原，鞍居，赤松で頻度が低く，上郡と山野里で高くなっており，買い物先まで

の移動距離・時間が影響を及ぼしていると考えられる．

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=5097

（60歳以上）：n=2553

上郡地区：n=560

山野里地区：n=1510

高田地区：n=561

高田台地区：n=891

鞍居地区：n=463

赤松地区：n=307

岩木地区：n=176

梨ヶ原地区：n=162

船坂地区：n=449

1.ほぼ毎日 2.週に２日以上 3.週に１日

4.月に２日以上 5.月に１回 6.その他
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９．通院の頻度（問４－１）

・町民全体では，「月に１日」が最も多く，これらで４割程度を占める．高齢者では全体と比べて頻度は高く，「月

に１日」が最も多いものの「ほぼ毎日」～「月に２日以上」の割合がほぼ４割となっている．地区では，岩木，

赤松，船坂で頻度が高く，高田台と山野里で低くなっている．

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=4638

（60歳以上）：n=2593

上郡地区：n=532

山野里地区：n=1351

高田地区：n=510

高田台地区：n=811

鞍居地区：n=416

赤松地区：n=285

岩木地区：n=159

梨ヶ原地区：n=147

船坂地区：n=412

1.ほぼ毎日 2.週に２日以上 3.週に１日

4.月に２日以上 5.月に１回 6.その他
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１０．通院の曜日（問４－３）

・通院の曜日を決めている割合は町民全体では４割強であるが，高齢者では５割強となっている．通院の曜日と

しては，火曜日と金曜日が最も高く，町民全体および高齢者ともにそれぞれで２割ほどとなっている．

【上郡町全地域・60 歳以上】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

決まっていない

上郡町全地域：n=4423 60歳以上：n=2551

【地区別】

0%

20%

40%

60%

80%

100%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

決まっ

ていな

い
上郡地区：n=503

山野里地区：n=1265

高田地区：n=485

高田台地区：n=784

鞍居地区：n=407

赤松地区：n=272

岩木地区：n=161

梨ヶ原地区：n=145

船坂地区：n=387
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１１．「通院のついでに買い物」の有無（問４－４）

・全体で６割以上が「ある」と回答しており，高齢者も同様の割合である．地区では，鞍居，岩木，梨ケ原，船

坂においてその割合が高く，上郡と山野里では低い．

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=4441

（60歳以上）：n=2527

上郡地区：n=509

山野里地区：n=1282

高田地区：n=490

高田台地区：n=781

鞍居地区：n=407

赤松地区：n=270

岩木地区：n=159

梨ヶ原地区：n=149

船坂地区：n=379

1.ある 2.全くない・ほとんどない

１２．「通院のついでに買い物」の頻度（問４－５）

・「通院すればほぼ毎日」が６割程度，「通院２～３回に１回程度」が２割強であり，通院のついでに買い物をす

る頻度は高い．高齢者も同様の傾向である．地区では梨ケ原において「通院すればほぼ毎日」の割合が高い．

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=2816

（60歳以上）：n=1644

上郡地区：n=275

山野里地区：n=704

高田地区：n=302

高田台地区：n=536

鞍居地区：n=295

赤松地区：n=185

岩木地区：n=127

梨ヶ原地区：n=113

船坂地区：n=269

1.通院すればほぼ毎回 2.通院２～３回に１回位

3.通院４～５回に１回位 4.６回に１回以下



16

１３．「タクシー支援サービス」について（問７）

・町民全体での認知率は５割弱，高齢者については６割程度であり，高齢者により認知されている．地区では，

高田，赤松，船坂でより認知されている．

・支援サービスの利用の頻度については，「普段よく利用している」と「たまに利用している」をあわせて１割

程度であり，高齢者ほど，また，船坂において利用の頻度が若干高い．

【「タクシー支援サービス」の認知】（問７－１）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=5788

（60歳以上）：n=2960

上郡地区：n=669

山野里地区：n=1716

高田地区：n=645

高田台地区：n=1000

鞍居地区：n=499

赤松地区：n=344

岩木地区：n=209

梨ヶ原地区：n=176

船坂地区：n=511

1.知っている 2.知らない

【「タクシー支援サービス」の利用頻度】（問７－２）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=2694

（60歳以上）：n=1764

上郡地区：n=284

山野里地区：n=716

高田地区：n=359

高田台地区：n=400

鞍居地区：n=252

赤松地区：n=193

岩木地区：n=100

梨ヶ原地区：n=93

船坂地区：n=291

1.普段よく利用している 2.たまに利用している

3.ほとんど利用したことがない 4.利用したことがない
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１４．現在外出でバスを利用していない方について（問８）

・町民全体では，「今後利用する」の回答は２割強，「運賃やサービスによっては利用する」もあわせると５割程

度である．高齢者では町民全体と比べて１割弱程度利用意向をもつ割合が高い．地区では，岩木，梨ケ原，船

坂，高田台の順に利用意向をもつ割合が高い．

・今後もバスを利用しない理由としては，「バスだと時間がかかる」と「待つのがいや」がほぼ同じ割合であり，

町民全体，高齢者ともに５割程度である．一方，「身体的・体力的にバスの利用は無理だから」という理由をあ

げた人が高齢者に２割ほど見られる．

【今後バスを利用するかどうか】（問８－１）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=5300

（60歳以上）：n=2604

上郡地区：n=600

山野里地区：n=1567

高田地区：n=600

高田台地区：n=905

鞍居地区：n=477

赤松地区：n=314

岩木地区：n=195

梨ヶ原地区：n=152

船坂地区：n=473

1．利用する 2.運賃やサービスによっては利用する 3.利用しない
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【今後も利用しない理由】（問８－２）

【上郡町全地域・60 歳以上】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスだと時間がかかるから

待つのがいやだから

バス停が遠いから

バスの運賃が高いから

身体的・体力的にバスの利用は無理

だから

その他

上郡町全地域：n=2675 60歳以上：n=1193

【地区別】

0%

20%

40%

60%

80%

100%

バスだと時間が

かかるから

待つのがいや

だから

バス停が遠い

から

バスの運賃が

高いから

身体的・体力的

にバスの利用

は無理だから

その他
上郡地区：n=335

山野里地区：n=867

高田地区：n=339

高田台地区：n=398

鞍居地区：n=237

赤松地区：n=166

岩木地区：n=75

梨ヶ原地区：n=52

船坂地区：n=203
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１５．改善策について（問９）

・現在の外出に関して支障を感じている人は町民全体で３割強となっている．また，高齢者についてもほぼ同様

の割合であるが，若干高くなっている．地区間に大きな差は見られないが，岩木，梨ケ原，船坂，高田台の順

に高い．

・具体的な改善策としては，町民全体，高齢者に大きな差はなく，ともに「自宅の近くで乗降できる」が８割と

最も高い．次いで，「格安のフリーパスをつくる」，「町内を巡回できるようにする」，「町外へ行きやすくする」

の順に高く，それぞれ４～５割である．町民全体と比べて高齢者の回答が高い項目は，「車両の乗降が楽にでき

る」，「荷物の輸送もできるようにする」「地域住民，NPO 等が輸送サービスを行う」であり，身体的負担の軽減

やコミュニティが関与する取り組みに関する項目となっている．地区では，梨ケ原において「荷物の輸送もで

きるようにする」の回答割合が高い．

【現在の外出に関する支障】（問９－２）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上郡町全地域：n=4905

（60歳以上）：n=2397

上郡地区：n=542

山野里地区：n=1460

高田地区：n=538

高田台地区：n=870

鞍居地区：n=433

赤松地区：n=290

岩木地区：n=174

梨ヶ原地区：n=152

船坂地区：n=432

１．支障がある 2．支障はない
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【改善策】（問９－１）

【上郡町全地域・60 歳以上】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅の近くで乗り降りができる

格安のフリーパスをつくる

町内が巡回できるようにする

町外へ行きやすくする

車両の乗り降りが楽にできる

荷物の輸送もできるようにする

快適な待ちあい場所をつくる

上郡駅以外を起点・終点にする

地域住民、NPO等が輸送サービスを行う

タクシーに乗り合ってバスの代わりとする

土日祝日の運休

商店でポイントがつく

予約制にする

その他

上郡町全地域：n=5178 60歳以上：n=2586

【地区別】

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自宅の近くで乗り降り

ができる

格安のフリーパスをつ

くる

町内が巡回できるよう

にする

町外へ行きやすくする

車両の乗り降りが楽に

できる

荷物の輸送もできるよ

うにする

快適な待ちあい場所

をつくる

上郡駅以外を起点・終

点にする

地域住民、NPO等が

輸送サービスを行う

タクシーに乗り合って

バスの代わりとする

土日祝日の運休

商店でポイントがつく

予約制にする

その他

上郡地区：n=552

山野里地区：n=1514

高田地区：n=585

高田台地区：n=915

鞍居地区：n=454

赤松地区：n=327

岩木地区：n=187

梨ヶ原地区：n=160

船坂地区：n=468
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○まとめ

・多くの町民がマイカーや家族による送迎によって移動していることから，公共交通に対する大きな需要は見込

めないものの，免許を持っていない，送迎を気軽に依頼できる人がいない，自分で自由に使える車をもってい

ないという町民も少なからず存在する．今後の高齢化を見据えると，このような人々は増える可能性もあるこ

とから，これらの人々を主たる対象とした公共交通サービスの導入を実験的に検討する値はあると考えられる．

・改善策に関する住民の回答を踏まえると，「自宅の近くで乗降できる」，「町内を巡回できるようにする」が可

能となるようなサービスが望ましい．特に，通院のついでに買い物をする行動が多いことから，それを可能と

するようなサービスの設計が有効と考えられる．また，高齢者の身体的な負担を軽減するような車両・サービ

スとすることが重要である．

・通院先においては赤穂市の病院の割合が高いとの実態があることに加え，町外へ行きやすくすることを望む声

も少なくない．このため， JRとの接続および上郡町～赤穂市の路線バスとの連携についても検討することが

重要である．

・バスを今後利用するとの回答は２～３割ほどあるものの，実際の利用はそれに満たないことが多いことから，

多くの利用を見込むことはできない．利用者数の試算は後述の付録を参照されたいが，少なくても赤穂市と同

様のサービスは困難と考えなければならない．そこで，小型・中型車両を活用したデマンド交通が一つの有効

な策となる．また，デマンド交通であれば需要に柔軟に対応できるため，自宅の近くで乗降できるサービスと

することも可能が拓かれる．また，可能であれば，荷物の輸送もできるようにすることが望ましい．
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○付録 利用者数の概算

項 目 備 考

①高齢者数（２００５）：４２６１人 平成 17 年度国勢調査より

②「今後利用する」：３０％ アンケート調査より

③割り引き後の「今後利用する」：１０～１５％ 土木学会バスサービスハンドブックより

④今後利用する人：①×③＝４２０人

⑤買い物：週に２日，通院：月に１日 →（２／７） アンケート調査より

⑥今後利用する人：④×⑤＝１２０人／日

⑦のべ利用者数：⑥×２＝２４０人／日（２回／１人）

⑧５路線とすると：⑦÷５＝４８人／日／路線

⑨１日５往復１０便とすると：４．８人／便／日 ／路線

⑩アンケート回収率：５３％

⑪路線ごとの利用者数：⑨×⑩＝３人／便／日／路線

【参考】赤穂市のコミュニティバスとの簡易な比較

・赤穂市の高齢者数（２００５）：１１，５０７人（上郡町の約 2.5 倍）

・コミュニティバスは隔日運行であり，２日の需要を１日に集約している．

以上より，赤穂市の人口は上郡町と比べて 2.5 倍，上郡町が公共交通を毎日運行した場合，赤穂市のコミュ

ニティバスは隔日運行であるため１日当たりの利用者数は 2倍となる．仮に，路線の数を赤穂市と上郡町で同

じとすると（上郡町は上記の⑧で設定した５路線，赤穂市のコミュニティバスは４路線ではあるが路線バスも

あわせると５路線以上になるため，路線の数を赤穂市と上郡町で同じとするのはあくまで便宜上の仮定である），

赤穂市では「上記の⑪×2.5×2=15 人／便／日／路線」の利用者数があることになる．この値は，コミュニテ

ィバスの現況，すなわち 10（人／便／日／路線）強に近い値となる．


